
フォンテーヌとは、フラ
ンス語で「泉」のことで
す。泉は、都市では交流や
癒しの場所となり、砂漠
では生命を支える場所
となります。私たちは、こ
の冊子を、芸術と工学を
融合するTUADの知恵と
技術があふれる泉とし、
地域の力、企業の力、そ
して高校生の力となれる
よう、コミュニケーション
を深めていきたいと考え
ています。
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東北芸術工科大学
コミュニティ

いま、村木講師は、山形県米沢市
から出土した古志田東

ふるしだひがし

遺跡の墨書
ぼくしょ

土器
ど き

研究に没頭しています。
遺跡の出土品の中で、文字の書か
れたものは「出土文字資料」と呼ば
れ、漆紙文書

うるしがみもんじょ

、木簡
もっかん

、金石文
きんせきぶん

、文字
瓦、墨書土器などがあり、古代社会
を解明するための重要な資料とさ
れています。その中で、土器に墨や
朱で文字が書かれたものが墨書土
器。主として奈良～平安時代の遺跡
で多数見られるもので、東北でも各
地で出土しています。米沢市で発掘
された古志田東遺跡の墨書土器は
４４２点、山形県内でも１、２位を争う
出土数です。
かすれてしまって判読しにくい文

字や、樹脂状の物質で隠されている
文字は、赤外線テレビカメラなどを
使って調べた結果、記号と思われる
「 （１３８点）」のほか、数十種類の単
語文字を解読することができました。

たとえば「木（６６点）」「東（もしくは
束・１５点）」「山田（１２点）」「達」「吉成」
「欠」「吉」「生」「布」「伍万」「福」な
どですが、村木講師の研究は、それ
らの文字は誰が、どのような目的で
土器に書き記したのかという基本
的な解明から始められました。
「山田」は地名、「達」「吉成」「吉」

「生」「福」などは吉祥を願って書か
れ、祭祀の場で使われたものとも考
えられる。しかし、それなら「木」や
「東（もしくは束）」は、何のためのも
のなのか？･･･解明されたと思わ
れていたことが実はまだまだ研究
の余地の多いものであることがわ
かり、村木講師は、当時の庶民の信
仰や精神生活など、全体像を調べな
ければ解明できないと考えるに至り
ました。その研究は、土器がつくられ、
使われて廃棄されるまで、どのよう
なサイクルの中で利用され、どの段
階で文字が書かれたのか、土器の

村木志伸 歴史遺産学科専任講師

東北に、日本に、世界に発信する教授陣

TUAD …… TTohoku UUniversity of AArt ＆ DDesignの略称。

Muraki Shinobu
１９７２年、東京都生まれ。お茶の水女子
大学で文献史学を専攻し、國學院大学
で『古代墨書土器の考古学的研究』に
より博士号を取得。歴史遺産学科では、
歴史学、考古学を担当。研究業績として、
『郡衙正倉の研究』、『墨書土器にみえる
諸痕跡について』などがある。

一生を辿る地道な作業によって深
められているのです。
「考古学や文献史学は研究が一
歩進めば、その先にさらに不明なもの
が見えてくる･･･だから、研究者にとっ
て無尽蔵の研究対象があり、自分から
始まる主題を見つけることができるん
です。」と、さらにその目は墨書土器以
外のテーマにも向けられています。

TOHOKU UNIVERSITY
OF ART & DESIGN



この東北芸術工科大学は、開学のと
きから恐ろしいほど大きな志をもって
出発したのですが、なぜにかくもない
力をふりしぼって力んでいるのかとい
う理由を一言申し上げたいのです。
日本は国際化されなければならな

いと、よく言われます。私はそれを逆説
的にとって、日本の国のために、日本の
いわば民族のために、本当の日本の姿
といったものをもう一度問い直し、
取りもどそう、それによって日本はどう

世界の中で生きていくのかが見えてく
るのではないかと考えました。それが、
この大学の原点であり、志であります。
たとえばこの能舞台ですが、１０年か
かってその懸案が実現いたしました。
司馬�太郎さんが「この国のかたち」と
いう言葉を使っていますが、私はその
言葉をそのまま使わせていただきたい
と思っています。この能舞台は、この
大学が本当に輝いている大学になるた
めに、魂を磨いていくために、そうあり
たいと願っていたことが形になったも
のなのです。能舞台の切妻屋根を見た
学生は、心が洗われるような気持ちに
なるでしょう。この大学の志が、魂が、
心が、この能舞台という形になって現
われた、新しい設備となって現われた
ということを、ご理解いただきたいと
思います。

２００１年のいま完成したことは、
「時あたかも」といった感じでしょうか。
２０世紀は、よい意味でも、悪い意味で
も、とてつもない時代でした。それを深
く反省するところから２１世紀が始ま
ると思っていますが、私はこの大学で
そういうことを考える学生を育てた
いと思います。たとえば、お地蔵さん
の前を通るとふと手を合わせたくな
りませんか。つまり、何が一番大切なの
か、みんなの魂、心が大事なのだとい
うことを教えたいのです。
能舞台とは、本来、神が宿る場所で
あり、人間の魂の安らぎの場所である
という由来をもっています。その意味
で私たちは、最初から「魂」を出羽三山
に向けることにし、この能舞台を出羽
三山に向かってたたずむものとしま
した。
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日本の本当の姿を取りもどすという志
その心が能舞台という形になった

東北芸工大からの発信＜開学１０周年記念事業レポート＞

開学１０周年。建学の原点に立ち返って
日本の課題、地域の期待に応えていくために
１９９２年、「わが大学の前に道はなし。あるは、歴史的実験のみ－。」の志で開学した東北芸術工科大学。２０００年には、
“１００年経っても新しい大学”をキャッチフレーズとして将来構想を発表し、大学の基盤を確かなものとしてきまし
た。そして１０周年。記念事業として取り組んだ施設の整備も完成し、２００１年１０月２日の記念式典や能舞台の柿落しを
通して内外に披露し、２１世紀の課題を担い、地域の期待に応えていく意欲を示しました。

本格的な能舞台「伝統館」。魂の拠り所とも考えられている出羽三山に正面が向き合うように建てられています。

大学は、どのようにして２１世紀の課題
と地域の期待に応えていくのか・・・。
いますべての大学に、このような問い

が突きつけられていますが、本学は、
１０周年記念事業として取り組んだ施
設整備計画の中に、その答えを込めま
した。大学の施設としては有数の本格
的な能舞台を建設し、図書館と学生会
館の改善、教員研究棟の新設を行いま

した。施設は、それだけでは単なるコ
ンクリートの塊であり、箱でしかありませ
ん。どのような意義を与え、活用するか。
本学理事長は、大学をとりまく状況や
時代背景に触れながら、能舞台を中心
に次のように語っています。

理事長 Tokuyama Shochoku



本学は、開学以来、芸術とデザインを
志す学生が、その意欲を実現する場を見
つけ、才能を磨くことができるよう、研
究と学習の環境を整え、教育組織や入試
制度の改革に取り組んできました。たと
えば教育組織に関しては、２００１年には
芸術学部に「美術史・文化財保存修復学
科」と「歴史遺産学科」を新設し、デザ
イン工学部の情報デザイン学科を「情報
デザイン学系」と「未来デザイン学系」
に改編しました。これによって、１学年で
５０名余の増員となっています。また入
試制度においては、ＡＯ（アドミッショ
ン・オフィス）型入試を取り入れ、じっくり
と時間をかけ、受験生と膝を突き合わせ
てその人の意欲や才能のきらめきを見い
だそうとしています。
図書館と学生会館の改善、教員研究

棟の新設は、その延長線上で取り組んだ
ものであり、学長は次のように説明して
います。

私たちは、「将来構想」を考える中
で大学の規模としてどのくらいの学
生数が適切なのかを議論したとき、
少なくとも２，０００人の学生が必要で
はないかという答えを得ていまし
た。学科編成によって本学は、限りな
く適正な規模に近づいていると言え
るでしょう。
その中で、どうしたら教師と学生が
より密接な教育環境を創り出せる
か、また、どうしたら学生がより快適
で知的な空間を共有することができ
るか。芸術とデザインを専門とする
大学にふさわしい空間の実現に向け
て、学生会館と図書館を大幅に改修
し、教員研究棟を新設したのです。
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１０周年記念事業として
「スウェーデン・デザイン
の現在

い ま

」も開催

3
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開学１０周年記念事業の一環
として、１０月１２日から２６日ま
で、本学ギャラリーにおいて
「スウェーデン・デザインの現
在」を開催。本学では、スウェ
ーデン国立芸術工芸デザイン
大学（コンストファック）との
国際交流を行っていますが、
その関係からスウェーデン大
使館の協力を得て、東京にお
ける「スウェーデン祭」と連
動して、スウェーデンの最先
端の家具を中心とした展示や、
スウェーデンを代表するデザ
イナーの講演会などを企画し
ました。また、コンストファッ
クと本学との交換留学制度に
よって、本学で学んでいるスウ
ェーデン学生の作品もあわせ
て展示。その後は、粟津潔作品
展、東南アジアの漆展なども
予定しています。

総
合
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ー
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山形県上山市の医療法人社団み
ゆき会「みゆき会病院」の院内
にオブジェをおいて療養環境の
向上をはかる「アート・イン・ホ
スピタル構想」事業に取り組み
ました。この構想は、病院の新
施設建設・改装にともない、医
療技術はもちろん、心のケアも
重視し、患者の精神的な安定を
考えて、みゆき会が導入を検討、
今年３月までに光のオブジェ、
陶製のタペストリーなど作品９
点を設置しました（写真）。制作
にあたったのは、美術科の山中
良子教授と佐々木理一講師。

「アート・イン・ホスピタル構想」
事業への取り組みも

学生の課外活動を支援する学生会館は、カフェや、
大型プリントが可能な出力センターを新設し、学生
会室、クラブ室、スタジオなどを設置しました。

図書館は、開架スペースやＡＶコーナーを拡大した
うえ、ギャラリー「ガレリア・ノルド」や多目的ホー
ル「スタジオ１４４」などのパブリックスペースも設
置しました。

教育組織や入試制度の改革の
延長線上で施設拡充

学生と教員の距離を短くし、親しくふれあうことが
できるように、実習棟に隣接して５つの教員研究棟
を新設。個々の研究室も、気軽に学生が出入りでき
るように、開放的で、広い造りになっています。

新研究棟は外観、色彩に統一性をもたせたうえに、各学
科・コースにふさわしい研究棟であるよう、採光や内部
構造に特徴を持たせました。たとえば、教員や学生の作
品を展示するギャラリーを設けたのも、その一例です。

学長 會田雄亮　Aita Yusuke



１０月２日、関係各位に１０年間の支援
に対する感謝を示すと同時に、新しい
施設を披露するため、開学１０周年記念
式典をはさんで、施設見学会と記者会
見、そして能舞台「伝統館」の柿落しと
レセプションを実施しました。

施設見学後の記者会見では、理事長、
学長による施設計画の説明の後、主と
して能舞台の「建設の目的」と「今後の
活用」についてに質疑が集中。能舞台
の活用については、理事長が「能舞台
は能を舞うためだけにつくったのでは
ありません。大学の心を形にし、日本人
の魂を形にしていくためには、ファッ
ションショーや学生の演劇活動であっ
てもよいと考えています。笛や尺八で
も、日本舞踊でもよい。日本人の心に
響くさまざまなことを、この舞台で実
現していけばよいのだと思っていま
す。」と答えています。
記念式典では、常務理事が、１０年の

歩みをふりかえり、『東北芸術工科大学
設立の宣言』を読み上げ、「北の大地か
ら日本を照らすもうひとつの北極星た
らんことを願って」と高らかにうたい
あげました。そして理事長がただ一言、
「本学は、日本のどの大学よりも、大学
としての役割を果たしつづけるだろう
と思っています。」との自負と決意を披
露。そのあとにつづく祝辞では、山形
県知事、山形市長により、山形から全国
へ発信できる芸術系大学となったこと
を誇りに思っていること、今後より一
層地域の課題に応え、県民に開かれた
大学となることに強い期待を持ってい
ることなどが語られました。
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日本のどの大学よりも
大学としての役割を果たし続けよう

●記者見学会　
時 間 １４：３０～１５：３０
会 場　能舞台、研究棟、学生会館、

図書館

●記者会見　　
時 間 １５：４５～１６：１５
会 場　図書館２Ｆスタジオ１４４

●開学１０周年記念式典　
時 間 １７：００～１７：３０
会 場　能舞台「伝統館」
式次第　
・常務理事口上
・理事長式辞
・山形県知事祝辞
・山形市長祝辞
・感謝状贈呈
・鬼瓦除幕

●能舞台「伝統館」柿落し　
時 間 １７：４５～１８：５５
会 場　能舞台「伝統館」

●レセプション
時 間 １９：１５～２０：３０
会 場　学生会館

図書館２Ｆスタジオ１４４で開かれた記者会見。施設拡
充の「目的」と「今後の活用」に質疑が集中しました。

記念式典の最後は、理事長、鈴木盛也氏（能舞台の設計者）、保護者会会長および学生会長による、能舞台鬼瓦
除幕。本学芸術学部長・峯田義郎教授の作品が夜空に浮かびあがりました。

記念式典で、高橋山形県知事より祝辞。

記念式典で、吉村山形市長より祝辞。
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「高校生のための
地域学ゼミナール」を開催

文化財保存修復研究センターの
設立を記念し、９月２５日～２９日の
日程で、ドイツ・ドレスデン美術大
学のヴィンフリート・ハイバー教授
による「カンヴァス画の保存修復
におけるTear-Repair-Technique」
と題した公開講演会およびワー
クショップが開催されました。セ
ンターでは文化財の保存修復事
業はもちろん、このような教
育・普及も大きな柱であり、また
海外の保存修復家との交流も重
要な活動といえます。絵画保存修
復家や美術館学芸員など学外か
らも２０数名が参加し、ハイバー先
生の熱心な講演を傾聴し、また顕
微鏡下での実技指導に真剣に取
り組みました。
松田泰典（文化財保存修復研究センター長）

設立記念にイベントを開催

文
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最近、全国各地で地域学が盛ん
になっています。本学が提唱する
「東北学」をはじめ、「山形学」、
「京都学」など、地名に学をつけ
た「○○学」を耳にした方も多い
のではないでしょうか。本学東北
文化研究センターおよび歴史遺
産学科では、オープンキャンパス
２の一環として、９月１５日、１６日の
両日、「高校生のための地域学ゼ
ミナール」を開催しました。このゼ
ミナールは、考古、歴史、民俗など
の視点から地域学をわかりやす
く紹介しようというもので、高校
生・一般の方を含め、のべ約２６０
名の方に参加をいただきました。
参加後のアンケートでは、民俗学
や歴史遺産への感心が高まった
との声が多数寄せられました。

記念式典につづく能舞台の柿落しは、
翁・観世榮夫、千歳・清水寛二、三番
叟・野村与十郎ほかの出演者による
『翁』。
この曲目は、能のルーツともいわれ

るもので、儀式性が濃く、正月や祝い事
などの際に演じられることが多いも
の。天下泰平、国家安穏、五穀豊穣を祈
念する能で、他の能のような物語性を
持たず、能が室町時代に観阿弥（１３３３
～１３８４）、世阿弥（１３６３～１４４３）によ
って大成される以前の様式を残してい
ます。これを、観世流の正統を継ぐ観世
榮夫氏（故・人間国宝観世銕之丞氏兄）
が翁を演じて上演することとなったの
です。
冷たい風が吹き、雨も混じる劇的な

条件の中での上演となりましたが、ま
さに入神。本格的な環境と本格的な芸
が一体化すれば、どれほど大きな感動
を与えるものかが実感される舞台とな
りました。
今後、本学に集う学生・教員が一丸と
なって知恵を出し、力を合わせていけ
ば、日常的に活用し、柿落しに負けない
プログラムを地域に提供していくこと
もむずかしいことではないでしょう。

千歳は、翁の露払いの役割を担う者。面なしで、すが
すがしい舞を舞います。

三番叟は、勇壮でリズミカルな舞。足拍子を踏む力
強い舞と、面をつけての種蒔きの舞を舞いました。

本格の作品にふれる感動
柿落しの上演から明日を考える

能舞台の柿落しは『翁』の上演。一同整列して、“橋掛
かり”と呼ばれる廊下をゆるりゆるりと歩いて舞台
に登場し、笛、小鼓、地謡に合わせて千歳（ツレ）、翁
（シテ）、三番叟（狂言）の順で舞を披露します。翁は、
面なしと、福来作（室町時代）の翁面をつけての２度、
荘厳な舞を披露します。
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『愛玩』
「たぶん、大学院を修了しても就職
はしないでしょう。いる場所を決め
てしまうと、できなくなってしまう
と思うので、場所を固定したくない
んです…」という茂木くん。その生
き方が、素材選びにも、作品づくりに
も反映されているようです。
茂木くんにとって、鉄は錆びること

によって、熱を加えることによって、そ
してペイントすることによって色を
変え、表情を出すことができるもの。
また、木や石が原則として削ってい
く素材だとすると、鉄は溶接し、つけ
加えていく素材。だから、創っていく
うちに色を変え、その時どきの気持

学生の作品

岐阜県立加納高校出身。芸術学部美術科彫刻コー
スを卒業し、現在、大学院芸術工学研究科・芸術
文化専攻２年。小・中学校時代に木彫を体験、高
校時代には美術科の卒業制作で石を選んだの
で、大学では別なものをとの思いから学部３年
次から鉄を素材として使うようになった。２０００
年『根源』、２００１年『夢の中』、いずれも鉄を素材
にした作品で二科展に入選している。

茂木 隆行くん Motegi Takayuki

大きいものを創るために選ばれた鉄

ちに合わせて大きくしていくことが
できる鉄を選んだのだそうです。
「大きいものを創ることは気持ち
がいい。そして大きいものは、感動を
鈍らせている大人の心も、その大き
さによってアッと思わせ、触発する
ことができる。とにかくまず人を刺
激し、芸術に関心を持たせられれば、
作品としての第一の役割は達成でき
る」ともいう茂木くん。具象と抽象の
中間的なものを狙ったこの作品は、
１５年ほど前、大病を患ったときに家
にやってきた飼猫への想いをモチー
フに、大きく創ることを目指し、２ｍ
を超えるものに仕上げたのです。

（H２１０×W２１０×D９０cm）
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この作品は、アメリカコンピュータ
学会のコンピュータグラフィックス分
科会が毎年開いている世界最大の映
像関係見本市「SIGGRAPH」(Special
Interest Group on computer GRAPHics
of association for computing machinery)
のElectronic Theaterで上映されたも
のです。世界中のCG映像作家が競っ
て出品し、上映されることを望むイ
べントで、ロサンゼルスで開かれた
２００１年大会では世界各国から４７作
品が選ばれました。その一つが、末永
さんが太陽企画（株）在籍時代に制作
したこの作品です。
末永さんが映像制作に興味を持っ

OB･OGの作品

神奈川県立都岡高校出身。１９９５年、デザイン工
学部情報デザイン学科映像コース卒業。日本の
映像分野の製作会社を代表する太陽企画（株）に
就職し、CGを使ったCM制作などに携わる。１９９９
年「Vibe Station ID」で田中秀之賞＋デザインプ
レックス賞、２０００年「Holland Animation Film
Festival２０００」でグランプリなどの受賞を経て、
２００１年８月フリーに。

末永 仁志さん Suenaga  Hitoshi

シュールな笑いを含んだＣＧ映像を

たのは１９８０年代、フランスの詩人ラ
ンボーが砂漠を彷徨する姿を映像に
したCMに魅せられて以来とのこと。
このエピソードからもうかがえる
ように、末永さんの好みはちょっと
シュール。この作品も、約２分弱のス
トーリーのないアニメーションです
が、見ている人に「？」と思わせ、どう
反応するか、どう解釈するかを眺めて
楽しむ、そんな乾いた笑いをねらっ
たものなのだそうです。
入賞後、東京で開かれた「ワールド
PCエキスポ」や、ヨーロッパで開かれ
た「Art Futura」で上映されるなど、評
価も高まっています。

『Distrust of Romantica』（幻想を疑う） SIGGRAPH２００１

Electronic Theater 上映作品
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TOPICS

第１１回「紙わざ大賞」（審査員／福田繁雄・
中原佑介）で渡部雅弘君（大学院２年・ビジュ
アルコミュニケーションデザイン）がゼミで
制作した作品が奨励賞を受賞しました。

酒井崇全君（大学院２年・工芸）と小山泰之
君（工芸４年）が結成した共同制作ユニット
“SOブラザーズ”の作品『わん』、齋藤寛達君
（大学院１年・工芸）の作品『Yamanami』、下
山普行君（工芸４年）の作品『ふうけい』が
日本クラフト展に入選しました。作品は下
記日程で展示されます。
１１月１５日（木）～２１日（水）阪急大阪
２月２２日（金）～２５日（月）大丸福岡天神

富山県で開催された「工芸都市高岡２００１
クラフトコンペ」で、酒井崇全君（大学院２
年・工芸）の作品「奏」と齋藤寛達君（大学院
１年・工芸）の作品「よせぎ箱（あか・みど
り）」、小山泰之君（工芸４年）の作品「膳-
彩-」が入選しました。作品は１０月２５日（木）
から３０日（火）まで大和高岡店（富山県）に展
示されます。

再興第８６回院展に中井香奈子さん（大学院
２年）、早川貴子さん（大学院１年）、鬼塚堅
太くん（３年）、高田裕子さん（卒業生）、阿良
山早苗さん（卒業生）の５名が入選しました。
作品は１０月１１日から１０月２８日まで山形美
術館に展示されます。

株式会社エンターブレインが主催する
「第３回えんため大賞」コミック部門で、千
田悟史君（グラフィック３年）の初投稿作品
「雪のマフ」が優秀賞を受賞しました。千田
君の受賞作品は「コミックビーム９月号」に掲
載されました。

京都造形芸術大学、京都芸術デザイン専門
学校が主催する「２１世紀アジアデザインコン
ペ」において、武士祐介君（大学院２年・ビジ
ュアルコミュニケーションデザイン）の作品『◯
（キュウ）』が協賛企業賞を受賞しました。

９月２３日に置賜生涯学習プラザを会場に開
催された山形県空手道選手権大会におい
て、近藤康亮君（情報デザイン学科２年）が
一般男子個人組手有級の部において優勝、

●「紙わざ大賞」で奨励賞を受賞

●「日本クラフト展」に入選

●工芸都市高岡クラフトコンペに入選

ト支援システム「TripleCorn」の開発とその
実証実験を行います。
ホームページ「PopCornと市民参加型ネッ
ト」http://www.mmdb.net/

東北芸術工科大学保護者会（会長：井上憲太
郎氏）から、この度、本学に３,０００万円の寄
附金をいただきました。この寄附金は、保護
者会が設立された平成７年から、大学の将
来的な厚生施設等の整備拡充に当てる目
的で、毎年積み立てられてきたものです。保
護者会からは、開学１０周年記念学内整備拡
充事業に伴う、学生の福利厚生のために備
品購入の依頼がありましたので、大学と役員
会とで協議し、下記の備品を購入致しました。
いずれも高品質で、長期間の使用に耐えら
れる物を厳選しております。保護者会と会
員の皆様方には、心から感謝申し上げます。
［購入品リスト］
●学生会館新ラウンジ／テーブル、椅子
●学生会館新個室食堂／テーブル、椅子等
●学生会館パティオ／ソファー、サイドテー
ブル、スツール等
●学生会館セミナールーム／スタッキングチ
ェア、テーブル、ホワイトボード、レクチャース
タンド、プロジェクタワゴン等
●学生会館クラブ共同ボックス／鍵付き大
型キャビネット、大型棚、フレックスボード、
ウォールボード等
●学生会館和室／テーブル、座卓、座布団等
●学生会館喫煙室／灰皿、ベンチ
●学生会館購買部・コピーセンター／各種
什器類、会議用テーブル、椅子等
●体育館／学生用電子キー付きロッカー

本学と山形県・山形市で組織する環境アー
ト推進協議会では、本年度の事業として、市
街地中心部を循環する１００円循環バスの
「動く環境アート」化を実施します。現在の
１００円循環バスの外観を、市街地の景観に
合うようにデザインを施します。協議会で選
考した作家・フェデリコ・フェレロ氏（コスタ
リカ在住）が、山形の風土や文化に触れて、
バスのデザインに反映させる予定です。
フェデリコ・フェレロ氏は、１０月１１日に来日
し、本学に約１ヶ月間滞在します。新たなデ
ザインを施され、生まれ変わったアートバス
は１２月１日から運行開始予定です。

９月１５日、１６日に本学を会場にオープンキャン
パス２を開催しました。各学科・コース毎の
企画のほかに、ビジュアリスト・手塚眞氏を
迎えて作品上映と面白いお話、その他さまざ
まな企画を取り揃え、全学を挙げて開催し
ました。受験生・高校生を中心に一般の方
へも広く開放し、施設拡充をおこなった新
研究棟や学生会館等も公開し、この２日間
で参加人数は１,１４２名を数えました。

１０月６日（土）、７日（日）の２日間にわたり、学生
会が主催する「東北芸術工科大学大学祭」が
開催されました。この機会にひとつでも多く
の事を得ようと「一期一得」をテーマに、学生
団体が企画する様 な々イベントが展開されま
した。屋外に特設リングを設け「みちのくプ
ロレス」の試合や、みうらじゅん氏を迎えて長
坂一郎助教授との対談等が行われました。

誰もがIT（情報技術）を活用して豊かな生き
方と人々の交流ができる社会の実現を支援
する「PopCornワーキンググループ」の開発
プロジェクトがスタートしました（代表：前川
道博情報デザイン学科講師）。同プロジェク
トでは、大学・企業から市民グループ・個人ま
での多様なメンバーにより、市民参加型ネッ

盛大に開催！オープンキャンパス２

保護者会寄附金で設備機器を購入

PopCornプロジェクトがスタート

市街地に「動く環境アート」

美術科工芸コースの金箔を使ったパネル制作

今年も多くの学生企画で賑わいました。

大学祭、「一期一得
いちごいちえ

」のテーマで開催！

●再興第86回院展に入選

●えんため大賞優秀賞受賞

●アジアデザインコンペで協賛企業賞を受賞

●空手道部が山形県大会で大健闘

学生の活躍



話題　

三瓶豊君（情報デザイン学科１年）が第３位、
有段の部では室岡利明君（情報デザイン学
科１年）が第３位に入賞しました。さらに男
子団体戦では第３位入賞と大健闘を見せ
ました。

第５回JIA東北建築学生賞の公開審査が、
９月２９日に仙台市で行われ、羽鳥光弘君（環
境デザイン学科４年）が最優秀賞を受賞し
ました。表彰式は１１月９日（金）に文翔館で
行われ、１１月７日（水）から１１日（日）まで山形
県民会館を会場に応募作品の展示会が行
われます。

静岡市で行われた「世界お茶まつり･静岡」
の「O-CHAスタイルコンテスト」でSOブラ
ザーズ（酒井崇全･小山泰之）の作品『想』
が優秀賞を受賞しました。作品は「世界お
茶まつり静岡 新しいO-CHAスタイル展」で
展示されました。
SOブラザーズ（http://sobrothers.tripod.co.jp/）
O-CHA NET（http://www.o-cha.net）

白崎由紀さんと鈴木真理子さん（生産デザ
イン学科３年）の共同作品「シザーズ･メカニ
ズムによる表皮構造PP-CLAY」が、第６５回
新制作展で初出品初入選しました。合成
樹脂を組み合わせた筒状の物体が自在に
形を変えるユニークな作品です。入選作品
は、１０月２３日から１１月１日まで岡崎公園･京
都市美術館で展示をします。

北文化と思想」禅と念仏８号／禅と念仏社、
「落語に隠された悪のトポス」旅の文化研究
所編『落語にみる江戸の「悪」文化』／河出
書房新社
●菊地和博助教授「Look for 伝承文化合同
公演と地域づくり」季刊『音楽文化創造』／
（財）音楽文化創造、連載記事「民俗伝承の
水脈（９）」庄内地方のモリ供養
１０/６朝日新聞（山形版）／朝日新聞社、論文
「民俗文化伝承活動と地域社会」
１０/２０地域社会研究／地域社会研究会

●山田修市教授「独立美術協会展」１０/１７～
１０/３１東京都立美術館
●木原正徳助教授「木原正徳個展」１０/１６～
１０/２８ガレリア青猫（東京 西荻窪）
●若月公平助教授「久世光彦氏執筆ペー
ジの装画」週刊新潮（３週間に１回）／新潮社、
単行本「早すぎる夜の訪れ（ケイ・ジャミソン
著）」の装幀／新潮社
●金子透講師「Designer's Jewellery展」１０/１
～１０/６ AC,GALLERY（銀座）、「OUTLINE
EXHIBITION」８/３～１０/１０GALLERY FLOW
（LONDON）
●降旗英史教授「新制作展」９/１９～１０/３
東京都美術館／新制作協会
●鈴木敏彦助教授「家具と建築を行き来
するアルミ／建築家・鈴木敏彦のアルミの
仕事」インテリア・マガジンConfort（コンフォ
ルト）／建築資料研究社
●温井亨助教授「生活・生業の場としての
歴史的風景保全の研究史に関する考察」
ランドスケープ研究第６４号第５号／日本造
園学会
●斎賀和彦講師「日中韓ディジタルアート
の現在」展に作品出展９/１９～９/２２幕張メッ
セ「WORLD PC EXPO」併催
●内藤正敏教授「鬼を神に変換させる祭
─黒石寺蘇民祭の鬼子─」９/３０国際比較
神話学シンポジウム（名古屋大学）／比較神
話学研究組織GRMC

●竹内昌義助教授「団地再生計画みかん
ぐみのリノベーションカタログ」９/２０／
INAX出版
●太田和彦教授「ニッポン居酒屋放浪記・
疾風篇（新潮文庫／太田和彦著・解説／川上
弘美）」新潮社
●久保田力教授「佛教をいかに学ぶか─
佛教研究の方法論的反省─（共著）」平楽寺
書店
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●新制作展に入選

●O-CHAスタイルコンテストで優秀賞

［出版］

［作品発表］

●小沢明教授「コーンズハウス（コーンズ社
本社ビル）」新建築／新建築社
●竹内昌義助教授「都市を遊動する情報空間」
コンフォルト＃５０／建築資料研究社
●山畑信博助教授「イーエスコウ城」住宅金
融月報６月号／住宅金融公庫
●太田和彦教授エッセイ「ラッキー酒場」雑誌
「室内」８月号、「川島雄三と水谷龍二」雑誌
『悲劇喜劇』９月号、書評久住昌之「小説中華そ
ば江ぐち」７/１５、書評吉川潮著「本牧亭の鳶」
９/１５　河北新報／河北新報社
●斎賀和彦講師「J-Photographers（韓国）」
（http://www.j-photographers.com/）、「Adobe
Premiere６実践講座」表紙デザイン／玄光社、
「SHIBUYAインターネット放送局最前線」季刊
PasoVi ００５号／玄光社
●千葉一幹助教授 クリニック・クリティク第１７
回「帰依と幻滅」文學界７月号／文藝春秋
●内藤正敏教授「死から生の輝きを見る東

［執筆］

教員の活動

INFORMATION

平成１３年４月から、芸術学科は美術史・文化
財保存修復学科として新たなスタートを切り
ました。本学科は美術作品の理解と保存・
継承を教育目標に据えた全国でも例を見
ない学科であり、新たな試みと挑戦が始まりま
した。この設立を記念して公開シンポジウム
「美のすがた・美をまもる」を開催します。
●日時 １０月２７日（土）１３：３０～１７：００
●内容　美術史・文化財保存修復学科の主
旨、記念講演『美のすがた・美をまもる』渡
辺明義氏（独立行政法人文化財研究所理
事長）、本学大学院生等による研究発表（西
洋美術史・日本美術史・古典彫刻修復・保存
科学分野）、渡辺氏と本学教授陣によるパ
ネルディスカッション
●場所　本館４１０講義室　入場無料
●お申し込みは美術史・文化財保存修復学
科まで。
FAX０２３-６２７-２０８３
E-mail: ahc@aga.tuad.ac.jp
http://www.aga.tuad.ac.jp/art/index-j.html

本学教授陣が『発想』にまつわる話題をそれ
ぞれの専門の立場で、「実際に経験・体験し
た話」、「研究や創作活動中の裏話」、「その時
どんな発想があったのか」など、研究・創作の
実体験に基づいてお話をします。当講座は開
催中のため、第３回からのご案内となります。
●隔週水曜日全６回／募集定員１００名
●受講料１講座１,５００円
●場所　本館２０１講義室
●講座内容（時間は１８：３０～２０：１０）
１０月３１日『日本画制作のための造形と発想』
番場三雄（美術科講師）
１１月１４日『デジタル映像時代の発想』斎賀
和彦（情報デザイン学科講師）
１１月２８日『発想と偶然』田島正樹（教養部
教授）
１２月１２日『デザイン発想の視点いろいろ』
苧阪崇二（生産デザイン学科教授）
※全６回のうち４回以上ご出席の方に、受講
修了証を発行いたします。
※イヴニング講座は、第１３回全国生涯学習
フェスティバル「まなびピア山形２００１」に協賛
しています。
●お申し込みはエクステンション担当まで。
TEL.０２３-６２７-２０９１／FAX０２３-６２７-２１５４
E-mail: ext@aga.tuad.ac.jp

公開イヴニング講座「発想の六面体」

美術史・文化財保存修復学科設立記念
シンポジウム「美のすがた・美をまもる」

●東北建築学生賞で最優秀賞を受賞

※学生･教員の活動については随時、本学
ホームページに更新していますのでご覧く
ださい。



本講座は、遊学館・山形県生涯学習文化財
団に共催いただき、本学大学院講義を開放
するものです。竹村真一助教授がコーディ
ネーターを務め、毎回、様々なジャンルのトッ
プランナーを特別講師として招聘します。
●講座内容（時間は１７：３０～２０：００）
１０月９日『総論』竹村真一（文化人類学者）
１０月１６日『生命にとってコミュニケーション
とはなにか』三輪敬之（早稲田大学教授）
１０月３０日『身体からの発想』八谷和彦（メ
ディアアーティスト、ポストペット開発者）
１１月１３日『流体都市～デザインを超えるデ
ザインの思想』渡辺誠（建築家）
１１月２７日『人とロボットの共生進化』松井龍
哉（ロボットデザイナー）
１２月１１日 『グローバルヴィレッジと文化の
多様性』今福龍太（文化人類学者）
●場所　本館２０１講義室
●受講修了証
全課程修了後、５回以上受講された方には受
講修了証を授与します。
●受講料 ６回通し４,０００円
お電話又は、住所、氏名、電話番号を明記の
上、FAX又はE-mailでお申し込みください。
受講料はコンビニ払込もしくは郵便振替でご
納入ください。払込・振替用紙はご連絡後お
送りいたします。
●お問い合わせ・お申し込みは研究課まで。
TEL.０２３-６２７-２１８１／FAX ０２３-６２７-２１８５
E-mail: inkouza@aga.tuad.ac.jp

環境デザイン学科が企画・運営し、建築設
計・都市計画分野の第一線で活躍している
方々を講師に招き、環境デザイン公開講座
「環境的未来型」を開催します。
●講義内容（時間は１８：００～２０：００）
１０月２６日『サウンドスケープ・その思想と実
践』鳥越けい子
１１月２９日『２１Cの建築』伊東豊雄
１２月１３日『街は要りますか？』蓑原敬
●お申し込みはエクステンション担当まで。
TEL.０２３-６２７-２０９１／FAX ０２３-６２７-２１５４
E-mail: ext@aga.tuad.ac.jp

東北文化研究センターでは「秋の講座」東北
からの思想３『発見する東北人』を開催しま
す。東北の風土が阿部徳次郎、高橋竹山、石

昨年に引き続き、致道博物館（鶴岡市）と本学
との共催により、公開イヴニング講座「色の
話」を鶴岡市で開催します。本学の教員が各
専門分野の視点で「色」についてヴィジュア
ルに楽しくお話しします。
●講座内容（時間は１８：３０～２０：００）
第１回（１１月１５日）『色との対話』
講師：山田修市（美術科教授）
会場：鶴岡地域職業訓練センター
第２回（１１月２０日）『建築のモダニズムと色』
講師：元倉眞琴（環境デザイン学科教授）
会場：鶴岡地域職業訓練センター
第３回（１１月２９日）『縄文・弥生の土器の色』
講師：北野博司（歴史遺産助教授）
会場：鶴岡地域職業訓練センター
●お問い合わせ・お申し込み
財団法人致道博物館
〒９９０-００３６ 鶴岡市家中新町１０-１８
TEL.０２３５-２２-１１９９／FAX０２３５-２２-３５３１

東西美術紀行～西洋篇～

講演テーマは明治のはじめに大蔵省御用達
の版画家として活躍したイタリア人キヨソーネ
についてです。版画作品だけでなく紙幣や切
手の印刷を通して文明開化の日本に忘れら
れない刻印を残した彼の生涯を、スライドを
まじえながら紹介します。
●日時 １１月１０日（土）１４：００～１６：００
●場所　本館２０７講義室
●講師　リア・ベレッタ（元ニューヨーク・イタ
リア文化会館館長）※日本語で講演
●受講料　一般１,０００円（学生無料）
芸術学講座～美術館の成り立ちと所蔵作品～

２部構成による講座。第１部はブリヂストン美
術館とパウル・クレーの「島」、第２部では大原
美術館とエル・グレコの「受胎告知」について
お話しします。
●日時 １１月１５日（木）１８：００～２０：３０（途中
１０分間の休憩あり）
●場所　本館２０８講義室
●講師　坂本恭子（ブリヂストン美術館学芸
員）、黒住浩子（大原美術館学芸員）、安發和
彰（美術史・文化財保存修復学科助教授）
●受講料 一般１,０００円（学生無料）
●お申し込みはエクステンション担当まで。
TEL.０２３-６２７-２０９１／FAX０２３-６２７-２１５４
E-mail: ext@aga.tuad.ac.jp

INFORMATION お知らせ　
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「デザイン選手権」１２チームが決勝大
会へ！

環境デザイン公開講座「環境的未来型」

秋の芸術学講座のご案内

２２世紀のグランドデザインIII
「‘０１’：もう一つのデジタル未来学」

学年暦（１１～１月）

東北文化研究センター「秋の講座」
前号の当ページにおいて、エク

ステンション担当の電話番号が間違って
いました。大変ご迷惑をおかけしたことを
お詫び申し上げます。

《お詫び》

ノ森章太郎の作品にどのような影響を与えた
のか、彼らの知られざる側面と、彼らを育んだ
東北の豊かな風土と精神を再発見する旅に
ご案内します。
●講座内容（時間は１８：００～１９：３０）
１０月１６日 『評伝・阿部徳次郎（山形県出
身）』高橋義夫（直木賞作家）
１１月１３日『初代･高橋竹山（青森県出身）』
松林拓司（東奥日報社会部記者）
１２月１１日 『石ノ森章太郎（宮城県出身）の
世界』森繁哉（東北文化研究センター助教授）
●受講料（お支払いは当日受付にて）
３回通し ３,０００円（友の会会員２,０００円）
１回のみ １,２００円（友の会会員７００円）
●お問い合わせ・お申し込みは東北文化研
究センターまで。
TEL.０２３-６２７-２１６８／FAX ０２３-６２７-２１５５
E-mail: tobunken@aga.tuad.ac.jp

「明日の社会･明日のくらしをデザインする」を
テーマに繰り広げられる「第８回全国高等学
校デザイン選手権決勝大会」を１０月２８日
（日）に開催します。全５０校２１３チームの応募
の中から、一次審査を通過した入賞１２チーム
が本学でプレゼンテーションを行います。
●決勝大会出場チーム
雄物川高等学校（秋田県）、新庄工業高等学
校（山形県）、米沢工業高等学校（山形県）、
筑波大学附属坂戸高等学校（埼玉県）、八日
市南高等学校（滋賀県）、扇町総合高等学校
（大阪府）、大阪市立工芸高等学校（大阪
府）、神戸工業高等学校（兵庫県）、今治工業
高等学校（愛媛県）、有田工業高等学校（佐
賀県）、日出暘谷高等学校（大分県）、開邦高
等学校（沖縄県）
●１０月２８日（日）１２：３０～本学２０１講義室
入場無料／お問い合わせは大会事務局まで。
TEL.０２３-６３４-１０１０
http://www.tuad.ac.jp/hidechamp/

１１/２５ 自己推薦入学試験
１２/１８ 集中講義期間（～１２/２１）
１２/２５ 冬季休業（～１/６）
１/７ 授業再開

鶴岡市でイヴニング講座「色の話」を
開催
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和太鼓は、音を聞かせるだけでなく、体全体で表現して魅せる部分もあります。またそ

れによって、音の響きも変わってきます。曲によっては、腕が上がらなくなり、足も震え、

最後は顔まで引きつってしまうほど、追い込まれることがあるけれど、それでも打ち続

けられるのは一緒に練習してきた仲間がいるからなんでしょうね。そのとき初めて得ら

れる一体感や解放感のようなものは、和太鼓の醍醐味だと思っています。

僕は、美術の保存･修復の仕事をめざして今のコースを選んだのですが、いまは、音と楽

器の保存･復元にも興味が広がってきました。そして、好きなクラシックギターから、弦楽器

の延長で、興味はさらに琵琶、三味線、三線などの日本楽器へ、そして和太鼓へと広がった

わけです。それらを演奏してみて気づいたのですが、ギターは独奏ですが、和太鼓は合奏

の楽しさなんですね。たとえば５０％は練習でおぼえたもので演奏しますが、残りの５０％は

掛け合いというか、一人が叩いたことに呼応して叩いていき、コミュニケーションでつくりあ

げていくんです。楽器によるそのような違いというか、音と楽器の文化というか、そんなこ

とまで和太鼓をとおして深めてみようかなと思っています。

「外へ飛び出せ」がTUADのモットーです。授業での体験を積み重ねる学生は、学内のサークル活動も、学外の一般
活動への参加も積極的に飛び込んでいます。その体験談をお聞きください。

開学10周年記念日のデビューでは
「屋台囃」「木遣り」などを演奏。

和太鼓部は、平成１３年４月からスタートしたばかりの部です。入学式の日の歓迎アトラクションで姉妹校である
京都造形芸術大学の学生による和太鼓が披露され、それに感激して入部を決めたという１年生を含めて、部
員は１０名。その時に使われた大太鼓１台、桶胴２台、長胴８台、締め太鼓８台が、そのまま部の楽器となってい
ます。１０月２日の開学１０周年記念式典のレセプションで、初めて『創』『勇駒』などの演奏を披露しました。

Message  1

「和太鼓部」から

日高 晃作くん
芸術学部芸術学科
美術史美術保存コース２年
（岡山県･岡山芳泉高校出身）

村山市五十沢地区での活動は、数年前からデザイン工学部の温井亨助教授が＜建築、

町づくり、風景の保全を考える＞ゼミの一環として続けてきたものですが、昨年から

「木匠塾」として活動するようになり、今年から大学の公認サークルとなりました。

私たちは月２回、日帰りで出かけて行き、夏休みには１週間泊まり込んで、生活を共にし

ます。夏には下草刈り、秋から冬にはそば刈り、そば打ち、茅刈りなど、季節ごとの作業を手

伝います。炭焼きを手伝い、炭を入れる袋のデザインをして去年は大学祭で販売しました。

この五十沢地区には、集落の８割の民家が茅葺き屋根のまま残っています。秋には皆

で茅を刈り、春に少しずつ補修をしていますが、屋根葺き職人が少なくなってしまった

現在、茅葺き屋根を維持するにも大変な労力と費用がかかるため、簡単に「残そう」とは

言えない状態なのです。では、日本の伝統的住まいをどうすれば守れるのか。将来、自ら

が茅葺きの家に住み、“当事者”になることで答えを見つけていこうと考えているメンバー

もいます。この活動の中で私たちは、“住みて”の視点に立った考え方を身につけている

ような気がします。

奥羽山脈の麓、五十沢
い さ ざ わ

地区の
茅葺き屋根の家に魅せられて。

地域の人々と生活を共にする中で、木を植え森を育て、木造建築について考えるという「木匠塾」の活
動は、１９９１年、岐阜県高根村で関東の大学のゼミ合宿から始まりました。やがて岐阜県加子母村、奈良
県川上村、秋田県角館町での活動へと広がり、２０００年から東北芸術工科大学の学生による山形県村山
市五十沢地区の活動が加わりました。デザイン工学部の学生を中心に２８名が、活動に携っています。

Message  2

「木匠塾」から

（写真左から）

中村 明日香さん
デザイン工学部
環境デザイン学科４年
（宮城県・泉館山高校出身）

根本 真理さん
大学院芸術工学研究科
芸術文化専攻１年
（宮城県・仙台白百合学園高校出身）



研究室にも図書館にもあふれるお宝たち

始まりは明確ではないが、江戸時代には
茶道も広く諸藩に広がり、同時に《茶室お
こし絵図》が盛んに造られるようになった
という。台紙に平面図を描き、それに立面
（壁面）を描いた図を折り畳んで貼りつけ、
組み立てることができるようにしたもので
あり、茶室の記録や建築に活用された。
昭和３８年、松平定信、一橋徳川などが収

集し伝えてきた絵図を復刻したのが、本書
である。監修をした堀口捨己氏（１８９５～
１９８４）は、東京帝国大学建築学科に学び、
日本および東洋の建築史･美術史学を拓
いた伊東忠太氏（山形県米沢市生まれ／
１８６７～１９５４年）らに師事。昭和２８年には
『桂離宮』によって毎日出版文化賞を受賞
していた、日本建築の研究と設計の第一
人者であった。堀口氏は、この絵図復刻に
あたって、当時、日本建築の研究者としては
新進気鋭の中村昌生氏（１９２７～／京都工
芸繊維大学名誉教授、京都伝統建築技術
協会理事長）たちに目をつけた。そして、こ
の編集チームは、永久保存できるように紙

漉きに糊を使わず、それでいて何度組み立
てても破損しない腰の強い紙を特注する
など６年の歳月をかけ、全１２集、５０点を収
めた絵図集を完成させた。珠光、紹鴎に
始まり、千利休から千小庵、千宗旦へ、また
古田織部、織田有楽を経て小堀遠州へと
つづく中で“華美”と“寂び”の間を振幅し
ながら“侘び”の基本形がつくられてきたと
もいわれる茶室の歴史が一望できるもの
となったのだ。
千歳建設（山形市本社）代表の千歳栄氏

が、この絵図集と出会ったのは東京神田の
古書店。日本建築の基本である数寄屋造
りへの関心を深め、各地の数寄屋造り建築
を見て歩き、研究書を渉猟していた頃のこ
と。江戸時代、紅花などを移出し京の文化
を取り入れてきた山形県に、京文化を代表
する数寄屋造り建築の技術を根づかせた
いとの強い想いから、懇願して譲り受けた
という。その後、千歳氏は仕事の場で中村
氏と出会い、もみじ公園清風荘茶室･宝紅
庵（１９８１年／山形市）、若者定住促進セン

ター茶室･五山草爐（１９８８年／長井市）、チ
ェリーランド茶室･臨川亭（１９９４年／寒河
江市）など、山形県内の茶室の建築に設計
者と施工者としてかかわり交わりを深めた。
全巻揃った絵図集は、大学では本学の

ほかに東京芸術大学、金沢美術工芸大学、
日本大学芸術学部など８つの図書館にし
か所蔵されていない希少本であるが、茶室
の歴史を知り、その構造を見る資料として
だけでなく、伊東忠太～堀口捨己～中村昌
生～千歳栄とつながる伝統的日本建築に
関する不思議な縁を秘めた資料ともなっ
ている。

〒990-9530 山形市上桜田200 東北芸術工科大学広報課　TEL.023-627-2095 FAX 023-627-2154
［ホームページアドレス］http://www.tuad.ac.jp   ［E-mail］general@tuad.ac.jp

発行
学校法人東北芸術工科大学

千歳栄氏（株式会社千歳建設社長）寄贈・東北芸術工科大学図書館所蔵　

堀口捨己監修･中村昌生ほか共著『茶室おこし絵図集』（墨水書房刊･全１２集）

第１集所収　高台寺時雨亭。千利休好みと伝えら
れるものであり、数寄屋造りの起源を示す＜山里の
庵＞の姿を持ったものなので第１集に入れた、と
「はしがき」に記されている。

第３集所収　小堀遠州好みの大徳寺孤篷庵

平成１３年８月、全
５０点を組み立て
て展示した日、復
刻に携わった著
者の一人である中
村昌生氏（左）が
千歳氏（右）とと
もに本学を訪れ、
４０年前の作品を
懐かしんだ。


